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研究成果の概要（和文）：本研究では、潜在ランク理論の開発をおこなった。また、対応するソフトウェアの開発を行
った。ソフトウェアは、Visual Basic.Netで開発し、Windows環境で動作することができる。潜在ランク理論はテスト
を段階評価し、資格化するためのテスト標準化理論である。潜在ランク理論を用いてセンター試験を段階評価するため
の基礎資料を得た。また、CEFRなどの外部テストとのランク間の関係を議論した。また、センター試験の項目間の従属
関係構造を視覚化するための方法論を開発し、合わせてソフトウェアを開発した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we qualified the National Center Test (NCT) by using the Latent 
Rank Theory. We also visualized the inter-item dependency relationships of the NCT by using Asymmetric 
von Mises Scaling.

研究分野： 心理統計学
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１．研究開始当初の背景 
我が国のテストは、学力を 100 点満点の連

続尺度上で評価することがほとんどである。
しかし、テストは、学力を連続尺度上で評価
できるほど解像度（識別力）が高い測定道具
ではなく、5～20 レベルで段階評価するくら
いが限界である。しかし、現在、テストデー
タ解析で最も有力な統計モデルである項目
反応理論(item response theory, IRT)は、連
続的な学力尺度を仮定している。 
これまで、学力を段階評価し、テストを資

格試験的に取り扱うテスト理論である潜在
ランク理論(latent rank theory, LRT)を開発
してきた。段階的に評価することによって、
各学力段階に対応する能力を記述・説明しや
すくなるメリットがある。その結果、テスト
が測定している内容や学習のゴールに至る
までの道程を明らかにしやすい。 
各段階に応じた記述文を Can-Do State-

ment (CDS)という。CDS によって十分に説
明されたテストは資格試験と見なすことが
できる。また、平成 7(1999)年の中央教育審
議会と平成 8 年(2000)年の大学審議会(現在
の中央教育審議会大学分科会)の答申で、セン
ター試験を資格試験として運用してはどう
かという意見が出された。LRT は、昨今のセ
ンター試験を巡る事情に対応して開発され
てきた統計モデルである。 
しかし、LRT では（通常の IRT も）、項目

間が局所独立であると仮定している。これは、
能力が定まると、各項目に対する反応確率が
独立であるという仮定である。局所独立の仮
定は、数学や理科のテストで特に厳しい制約
であることが知られている。特に、我が国の
一般的な数学と理科のテストは大問構成で
あり、各大問内で前の小問に正答できないと
後続の小問に正答できない、という形式が一
般的である。このような問題形式では、通常、
局所独立の仮定が破綻している。 
すなわち、学力を段階評価しながら、局所

従属を考慮したモデルを開発することが、数
学や理科の学力を評価する上で非常に重要
である。 

 
２．研究の目的 
 上述のように、学力を段階評価しながら、
局所従属を考慮した統計モデルを開発する
ことである。これは、局所独立の仮定を緩め
た潜在ランク理論である。また、項目間の従
属関係構造を視覚化するための非対称多次
元尺度法の開発を行った。 
 この統計モデルは、下記の点で有意義だと
思われる。以下の 4 つの側面から、本研究の
特色・独創的な点を述べる。 
(1)教育評価の側面から 
本研究は、教育評価的な側面からユニークで
ある。提案される統計モデルは、テスト理論
であるので、テストを標準化することができ
る。つまり、異なるテスト同士を比較したり、
学力の経年比較を行うことができる。 

(2)教科教育の側面から 
データは、その素性をもっともよく知る者が
分析することで、豊かな情報を抽出すること
ができる。本研究では、ソフトウェアも併せ
て開発することによって、教科教育の研究者
自らが、データを分析し、教科教育研究の一
助になることを願っている。 
(3)統計学の側面から 
心理統計・教育統計の側面からもユニークで
ある。提案するモデルは、ベイジアンネット
ワークなどのグラフ理論モデルと潜在クラ
ス分析の融合である。したがって、統計モデ
ルとして見たときにも過去にないものとな
っている。 
 
３．研究の方法 
 研究期間を通して、モデルの開発とデータ
分析を交互に繰り返し、モデルの洗練を行っ
た。研究方法は、コンピュータを用い、学会
等で発表し、有識者に助言を求めた。 
 
４．研究成果 
 2 値データのモデル開発、ソフトウェア開
発など、当初の目的を果たした。本研究の生
家は、以下に記した論文・書籍・ウェブサイ
トを参照いただきたい。 
ただし、多値データの分析モデルを開発す

ることも当初の目的の１つであったがかな
わなかった。 
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